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住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
　
４
月
６
日
㈮
〜
15
日
㈰0
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去
５
年
間
の
交
通
事
故
死
者
数（
人
）

年　度 H 25 H 26 H 27 H 28 H 29

死者数 70 75 78 77 78

高齢者 44 46 49 46 48

４月の機構改革により、課・係名や内線番号が異なる場合があります。４月の機構改革により、課・係名や内線番号が異なる場合があります。

　
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
　

　
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を

市役所への問合先

□ 本　　　庁 ☎24 - 1111
□ 吉 田 支 所 ☎52 - 1111

□ 三 間 支 所 ☎58 - 3311
□ 津 島 支 所 ☎32 - 2721
□ 宇和海支所 ☎62 - 0311

住宅リフォーム補助など

■
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

期
間
中
、
交
通
安
全
の
考
え

を
広
く
周
知
す
る
こ
と
に
よ
り
、

私
た
ち
自
身
が
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
を
習

慣
付
け
、
よ
り
良
い
道
路
交
通

環
境
に
向
け
て
取
り
く
む
こ
と

に
よ
り
、
交
通
事
故
を
防
止
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
10
日
㈫
は
、
全

国
一
斉
の
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

を
目
指
す
日
」
で
す
。

　

交
通
安
全
に
注
意
し
て
、
１

人
ひ
と
り
が
事
故
の
な
い
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

■
運
動
の
重
点

▽ 

子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な

通
行
の
確
保
と
高
齢
運
転
者

の
交
通
事
故
防
止

▽
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　

（ 

自
転
車
安
全
利
用
五
則
の
周

知
徹
底
）

▽ 

す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底

▽
飲
酒
運
転
の
根
絶

▽ 「
シ
ェ
ア
・
ザ
・
ロ
ー
ド
」
の

精
神
の
普
及
促
進
と
自
転
車

乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

促
進
（
県
重
点
）

■
シ
ェ
ア
・
ザ
・
ロ
ー
ド

　

「
愛
媛
県
自
転
車
の
安
全
な
利

用
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」
の

基
本
理
念
で
あ
り
、
歩
行
者
、

自
転
車
、
自
動
車
な
ど
は
、
お

互
い
の
立
場
を
思
い
や
り
、
安

全
、
快
適
に
道
路
を
共
有
す
る

こ
と
を
表
す
言
葉
で
す
。

【
自
転
車
安
全
利
用
五
則
】

① 

自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、

歩
道
は
例
外

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③ 

歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車

道
寄
り
を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

▽ 

飲
酒
運
転
、
２
人
乗
り
、
並

進
の
禁
止

▽
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

▽ 

交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一

時
停
止
・
安
全
確
認

⑤ 

子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用

【
問
合
先
】
企
画
情
報
課
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係
☎
内
線

２
２
３
７

　

国
際
連
合
で
は
、
毎
年
４
月

２
日
を
「
世
界
自
閉
症
啓
発

デ
ー
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
日

本
で
も
４
月
２
日
〜
８
日
ま
で

を
「
発
達
障
が
い
啓
発
週
間
」

と
し
、
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す

る
発
達
障
が
い
に
つ
い
て
、
広

く
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

■
自
閉
症
を
知
っ
て
い
ま
す
か

　

自
閉
症
は
常
に
自
分
の
殻
に

閉
じ
こ
も
っ
て
い
る
状
態
と
考

え
ら
れ
た
り
、
親
の
育
て
方
が

原
因
だ
と
思
わ
れ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
正

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
閉
症
の
人
は
、
脳
の
発
達

の
仕
方
の
違
い
か
ら
、
ほ
か
の

人
の
気
持
ち
や
感
情
を
理
解
す

る
こ
と
や
、
言
葉
を
適
切
に
使

う
こ
と
、
新
し
い
こ
と
を
学
習

す
る
こ
と
な
ど
が
苦
手
で
す
。

そ
の
た
め
、
真
面
目
に
取
り
組

ん
で
い
て
も
誤
解
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
人
が
理
解
し

て
い
る
言
葉
を
使
う
こ
と
や
、

写
真
や
絵
な
ど
を
添
え
て
説
明

す
る
、
抽
象
的
な
表
現
を
さ
け

て
短
い
表
現
で
話
す
こ
と
な
ど

で
理
解
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

■
発
達
障
が
い
を
理
解
し
ま
し
ょ
う

　

自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発

達
障
が
い
に
つ
い
て
理
解
す
る

こ
と
は
、
発
達
障
が
い
の
あ
る

人
だ
け
で
な
く
、
誰
も
が
幸
せ

に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会

の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
先
】
福
祉
課
障
害
福
祉
係

☎
49

-

７
０
１
６

スイスイくん

　

住
環
境
の
整
備
の
推
進
や
地

域
経
済
の
活
性
化
の
た
め
、
住

宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
す
る

人
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。
予
算
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
（
先
着
順
）。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
事
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】
次
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
人

▽ 

市
内
に
住
み
、
持
ち
家
住
宅

（
市
内
に
あ
る
親
ま
た
は
子
の

住
宅
を
含
む
）
か
つ
自
ら
居

住
す
る
住
宅
（
以
下
、「
同
住

宅
」
と
す
る
）
の
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
な
ど
を
す
る
人

▽ 

同
住
宅
に
居
住
す
る
人
全
員

の
平
成
29
年
中
の
所
得
総
額

が
４
０
０
万
円
以
下
で
あ
る

こ
と
。
た
だ
し
、
平
成
31
年

３
月
31
日
に
お
い
て
18
歳
以

下
の
子
ど
も
と
そ
の
親
が
属

す
る
子
育
て
世
帯
に
つ
い
て

は
、
４
０
０
万
円
に
子
ど
も

１
人
に
つ
き
50
万
円
を
加
算

し
た
金
額
以
下
で
あ
る
こ
と

▽ 
同
住
宅
に
居
住
す
る
人
全
員

が
、
納
期
の
到
来
し
た
市
税

な
ど
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

▽ 

公
共
補
償
や
ほ
か
の
補
助
制

度
と
重
複
し
て
い
な
い
こ
と

【
対
象
住
宅
】

▽ 

建
築
後
10
年
以
上
経
過
し
た

住
宅

▽ 

所
有
者
が
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る

こ
と
を
承
諾
し
て
い
る
住
宅

※ 

集
合
住
宅
で
は
申
請
者
の
居

住
用
に
使
う
専
有
部
分
、
併

用
住
宅
で
は
居
住
部
分
の
み

対
象
に
な
り
ま
す
。

【
対
象
工
事
】
市
内
建
築
業
者
な

ど
が
主
な
施
工
業
者
で
あ
り
、

補
助
対
象
経
費
が
50
万
円
以
上

の
工
事

【
補
助
率
】
補
助
対
象
経
費
の

10
％（
上
限
20
万
円
）

※ 

対
象
と
な
る
子
育
て
世
帯
に

つ
い
て
は
、
補
助
対
象
経
費

の
15
％（
上
限
30
万
円
）

【
申
込
方
法
】
４
月
２
日
㈪
以
降

に
補
助
金
交
付
申
請
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

申
請
書
類
は
工
事
着
手
前
に
、

　

 

工
事
完
了
の
報
告
書
類
は
平

成
31
年
３
月
29
日
㈮
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

６
月
中
旬
ま
で
に
申
し
込
む

場
合
は
、
平
成
30
年
度
の
所

得
証
明
書
の
発
行
が
で
き
ま

せ
ん
。
源
泉
徴
収
票
な
ど
、

所
得
の
確
認
が
で
き
る
も
の

を
提
出
し
、
工
事
完
了
実
績

報
告
書
を
提
出
す
る
と
き
に
、

所
得
証
明
書
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

【
問
合
先
】
建
築
住
宅
課
☎
内
線

２
６
１
５

　

下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
６
ヵ
月
以
内
に
、

家
庭
の
台
所
、
ト
イ
レ
な
ど
か

ら
出
る
汚
水
を
公
共
下
水
道
に

流
す
た
め
の
排
水
設
備
を
設
置

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
汲
み
取
り
便
所
は
３
年
以

内
に
水
洗
便
所
に
改
造
し
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

※ 

浄
化
槽
を
利
用
し
た
水
洗
便
所

は
、
浄
化
槽
を
廃
止
し
て
公
共

下
水
道
に
接
続
し
ま
す
。

【
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
】
市
は

公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
工
事

に
、
指
定
金
融
機
関
で
の
融
資

（
一
般
住
宅
の
場
合
は
最
高
50
万

円
ま
で
、
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ

ン
、
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
な
ど
は
最
高

２
０
０
万
円
ま
で
）
を
あ
っ
せ
ん

し
、
利
子
分
を
助
成
し
ま
す
。

【
受
益
者
負
担
金
制
度
】
受
益
者

が
、
建
設
費
の
一
部
を
負
担
す

る
制
度
で
す
。

【
受
益
者
と
は
】
公
共
下
水
道
を

供
用
開
始
し
た
区
域
の
土
地
所

有
者
で
す
。
地
上
権
な
ど
が
設

定
さ
れ
て
い
る
土
地
は
、
基
本

的
に
そ
の
権
利
者
が
受
益
者
に

な
り
ま
す
。

【
負
担
金
額
】
負
担
金
の
額
は
、

土
地
の
面
積
１
㎡
に
対
し
て

８
０
０
円
で
す
。
総
額
を
年
３

回
、
５
年
の
計
15
回
に
分
け
て

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
括
で
納
付
す
る
場
合
は
、
前

納
報
奨
金（
最
大
28
．
９
％
、
上

限
10
万
円
）が
交
付
さ
れ
ま
す
。

■ 

下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域

が
広
が
り
ま
し
た

　

対
象
と
な
る
区
域
の
皆
さ
ん

に
は
、
４
月
上
旬
に
説
明
会
の

案
内
を
送
付
し
ま
す
。
す
で
に

供
用
開
始
さ
れ
て
い
る
区
域
な

ど
、
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
追
加
区
域
】
伊
吹
町
東
通
１
区
、

伊
吹
町
東
通
４
区
、
野
川
３
・
４

区
、
坂
下
津
、
丸
穂
町
１
丁
目 

の
各
一
部

【
問
合
先
】
都
市
整
備
課
管
理
係

☎
内
線
２
６
０
４
・
２
６
３
８


